
熊
本
県
宇
城
地
域
振
興
局

総
務
振
興
課
長　

古
森
美
津
代
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こ
の
度
、
宇
城
地
域
振
興
局
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
15
年
以
上
前
、
当
地
域
に
深
い
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
当
時
、
県
庁
の
防
災
消
防
課
で
消
防

業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
熊
本
県
の
消
防
大
会
が
宇
土

市
立
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
前
半
は
表
彰
等
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
後

半
は
県
下
の
消
防
団
対
抗
の
綱
引
き
大
会
を
行
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
前
日
、
宇
城
広
域
消
防

本
部
職
員
の
方
々
は
、
消
防
団
員
の
方
々
が
綱
引
き
で

怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
、足
下
か
ら
底
冷
え
の
す
る
中
、

整
然
と
フ
ロ
ア
ー
一
面
に
青
い
シ
ー
ト
を
敷
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
美
し
さ
に
、
思
わ
ず
「
き
れ
い
！
」
と
言

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
当
日
、
全
県
下
か
ら
集
ま

っ
た
消
防
団
員
の
方
々
が
見
守
る
中
、
私
は
緊
張
し
な

が
ら
司
会
を
務
め
ま
し
た
。
前
半
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
進
み
、
後
半
の
綱
引
き
に
な
る
と

各
消
防
団
と
も
力
の
入
っ
た
戦
い
の
連
続
で
、
私
の
マ

イ
ク
の
声
も
思
わ
ず
力
が
入
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
消

防
団
員
の
方
々
が
全
力
を
出
し
切
る
中
で
、
怪
我
人
が

一
人
も
出
な
か
っ
た
の
は
正
に
消
防
団
の
日
頃
の
訓
練

の
成
果
と
フ
ロ
ア
ー
一
面
の
青
い
シ
ー
ト
の
お
陰
で
あ

り
ま
し
た
。
た
だ
、
私
は
、
寒
さ
と
緊
張
感
に
よ
る
疲

れ
の
た
め
、
翌
日
か
ら
高
熱
で
３
日
間
も
寝
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
現
在
、
当
振
興
局
で
は
、「
行
動
す
る

し
な
や
か
な
振
興
局
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、「
危
機
管
理
の
徹
底
」
を
運
営
方
針
の
一
つ
と

し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
参

り
ま
す
。

3 月 15日 ( 日 ) 美里町カントリーパーク美里町消防点検　堅志田保育園幼年消防クラブ通常点検

防　

人

うき消防の動きうき消防の動き
4
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美
里
町
消
防
点
検

防
火
対
象
物
点
検
特
例

認
定
証
交
付
式
を
開
催

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
促
進
活
動
に
感
謝
状

設
置
促
進
活
動
に
感
謝
状

婦
人
防
火
ク
ラ

ブ

婦
人
防
火
ク
ラ

ブ

　
　
　

視
察
研
修

　
　
　

視
察
研
修
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意見交換中の宮口区婦人防火クラブの皆さん

A
E
D

A
E
D

講
習
で
日

講
習
で
日

頃
の
備
え
を

頃
の
備
え
を
!!!!

感謝状を受ける藤田洋子会長

ＡＥＤの操作訓練を行う受講者の皆さん

認定証の交付を受ける施設関係者

軽可搬ポンプ操法の展示を行う美里町女性消防隊員

美里町消防点検成績

総合点検の部
　　優　勝　女性消防隊
　　準優勝　第 7 分団
　　３　位　第 3 分団
操法競技の部
　( ポンプ車の部 )
　　優　勝　第 11 分団第 1 部　堅志田班
　( 小型ポンプの部 )
　　優　勝　第   7 分団第 2 部　払川班
　　準優勝　第   4 分団第 1 部　名越谷班
　　３　位　第   6 分団第 1 部　大窪・境班
放水競技の部
　　優　勝　第   3 分団第 1 部　三和班
　　準優勝　第   7 分団第 2 部　坂本班
　　３　位　第 11 分団第 2 部　中小路 ･ 有安班

ＡＥＤの操作訓練を行う受講者の皆さん

10
日(

火)

、
北
消
防
署
で
実

施
さ
れ
た
。
今
回
受
講
し
た
の

は
、
熊
本
市
内
の
国
道
3
号
線

と
国
道
57
号
線
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
熊
本
市
富
合
町
の

建
設
サ
ー
ビ
ス(

株)

と
関
連

企
業
や
警
備
保
障
会
社
の
計
18

名
。
交
通
量
の
多
い
国
道
の
維

持
管
理
作
業
中
に
、
交
通
事
故

等
に
遭
遇
す
る
可
能
性
も
高
い

こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方

法
、
救
急
蘇
生
法
な
ど
を
習
得

し
て
お
け
ば
役
立
つ
の
で
は
と

い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
。
仕
事

の
合
間
の
受
講
と
あ
っ
て
、
受

講
者
は
熱
心
に
講
師
の
話
に
耳

を
傾
け
、
積
極
的
に
実
技
指
導

を
受
け
、受
講
後
に
は
、「
今
後
、

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
努
め
た
い
。
ま
た
受
講

し
た
い
。」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。

24
日(

火)

、
開
催
さ
れ
た
。

今
回
特
例
認
定
を
受
け
た
の

は
、
熊
本
県
子
ど
も
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
。
防
火
対
象
物
点
検

制
度
と
は
、
一
定
規
模
、
用
途

の
防
火
対
象
物
を
、
火
災
の
予

防
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す

る
者
が
、
消
防
用
設
備
等
を
定

期
的
に
点
検
し
、
報
告
す
る
制

度
で
現
在
、
宇
城
広
域
消
防
本

部
管
内
で
は
77
の
対
象
防
火
対

象
物
が
あ
る
。
特
例
認
定
制
度

と
は
、
こ
れ
ら
の
防
火
対
象
物

が
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

以
後
3
年
間
の
防
火
対
象
物
定

期
点
検
報
告
義
務
が
免
除
さ
れ

る
も
の
で
、こ
れ
ま
で
に
点
検
・

報
告
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

違
反
事
例
等
が
な
い
こ
と
が
認

定
条
件
で
現
在
、
管
内
で
18
の

防
火
対
象
物
が
認
定
を
受
け
て

い
る
。

認定証の交付を受ける施設関係者

い
る

感謝状を受ける藤田洋子会長

25
日(

水)

、
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
宇
城
市
小
川
地
区
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ(

藤
田
洋
子
会

長
以
下690

名)

が
、
本
年
度

取
り
組
ん
だ
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
促
進
活
動
」
が
顕
著

な
功
績
だ
っ
た
こ
と
に
対
し
表

彰
し
た
も
の
。
平
成
23
年
5
月

末
ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
が
低
い
こ
と
や
、
悪

質
訪
問
販
売
の
事
例
が
増
加

し
、
特
に
高
齢
者
の
被
害
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま

え
、
信
頼
の
お
け
る
製
品
を
斡

旋
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
始
め
ら

れ
た
も
の
。
中
島
幸
義
消
防
長

か
ら
藤
田
洋
子
会
長
に
、
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

意見交換中の宮口区婦人防火クラブの皆さん

25
日(

水)

、
消
防
本
部
に
お

い
て
天
草
市
の
宮
口
地
区
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の
研
修
が
行
わ
れ

た
。
研
修
に
は
、
本
年
度
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
促
進
活
動

に
取
り
組
ま
れ
た
藤
田
洋
子
宇

城
市
小
川
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
会
長
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
出
席
頂
き
、
本
年
度
の
取
り

組
み
の
概
要
と
活
動
を
行
う
際

の
要
点
な
ど
を
説
明
頂
い
た
。

意
見
交
換
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
促
進
活
動
は
、

行
政
や
地
域
の
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
な
ど
の

藤
田
会
長
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
対

し
、
宮
口
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
今
回
の
研
修
を

今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

軽可搬ポンプ操法の展示を行う美里町女性消防隊員

15
日(

日)

、
爽
や
か

な
春
風
の
も
と
、
美
里

町
消
防
点
検
が
美
里
町

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
、分
列
行
進
、

表
彰
、
通
常
点
検
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
等
が
行

わ
れ
た
。
小
型
ポ
ン
プ

操
法
は
、
前
週
の
予
選

会
で
の
上
位
2
チ
ー
ム

が
、
女
性
消
防
隊
の
軽

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
と
共

に
展
示
を
行
っ
た
。



長
い
間　

お
疲
れ
様
で
し

た　

-

退
職
者
挨
拶

--

平
成
平
成
2020
年
度
知
事
表
彰

年
度
知
事
表
彰
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野口　幸

　前北消防署長

松下　博

前総務課長

中島幸義
前消防長

福永　光

　前三角分署長

表彰状を受領する東家武子城南町婦人防火クラブ会長

こ
の
た
び
3
月
31
日
を
も
ち
ま

し
て
、
無
事
に
定
年
退
職
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
世

の
中
で
一
番
楽
し
く
立
派
な
こ

と
は
一
生
涯
を
貫
く
仕
事
を
持

つ
こ
と
」
と
言
う
福
沢
諭
吉
先

生
の
心
訓
も
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
44
年
に
消
防
士
を
拝
命
し
、

40
年
間
消
防
の
任
務
を
全
う
す

る
こ
と
が
で
き
、
安
心
す
る
と

共
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
、
職

員
や
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各

市
町
や
消
防
団
各
位
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
賜
と
心
よ
り
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
の
複
雑
多
様
化
、
大
規
模

化
に
伴
い
、
消
防
に
対
す
る
住

民
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
消
防

広
域
再
編
等
諸
問
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
力
を
合
わ
せ
、
住
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
よ
り

一
層
ご
尽
力
下
さ
い
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
、
宇
城
広
域
消
防

本
部
・
署
の
限
り
な
い
ご
発
展

と
職
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
・
ご

健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
退
任
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
42
年
年
4
月
、
期
待
と
不

安
を
抱
き
な
が
ら
消
防
学
校
に

入
校
し
、
42
年
間
が
ア
ッ
と
い

う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
こ

ま
で
勤
め
る
事
が
出
来
ま
し
た

こ
と
は
一
重
に
皆
様
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
消
防
は
、

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
・
事
故

等
に
的
確
に
対
応
し
住
民
の
期

待
に
応
え
る
た
め
、
消
防
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
の
広
域

化
、
消
防
救
急
無
線
等
の
整
備

な
ど
の
諸
問
題
が
山
積
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め

消
防
体
制
の
充
実
強
化
・
高
度

化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
へ
の
信
頼
を
一
層

強
固
に
し
、
住
民
の
安
心
安
全

を
確
保
し
て
い
く
義
務
も
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の

英
知
を
集
め
課
題
解
決
に
取
り

組
ま
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
ま

す
。
退
職
後
は
、
地
元
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
宇
城
消

防
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様

方
の
御
健
勝
・
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
43
年
4
月
に
宇
土
市
消
防

本
部
入
署
以
来
41
年
と
い
う
長

い
間
、
大
過
な
く
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
一
重
に

職
員
の
皆
様
、
各
市
町
職
員
、

消
防
関
係
者
の
ご
指
導
ご
支
援

の
賜
と
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
過
去
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
発
足
当
初
は
皆
が
若

く
、
救
助
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
、
特
に
分
隊
対
抗
競
練
大

会
に
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
り
、

汗
を
流
し
た
の
が
懐
か
し
く
想

い
出
さ
れ
ま
す
。
消
防
は
、
今

後
益
々
、
地
域
住
民
か
ら
の
期

待
が
膨
ら
む
半
面
、
消
防
広
域

再
編
協
議
の
本
格
化
も
含
め
、

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
乗
り
切

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
消
防
を
離
れ
一
市

民
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
少

し
で
も
地
域
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
消
防
本
部
・

各
署
の
発
展
と
、
職
員
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
ご
健
勝
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
46
年
、
京
都
の
消
防
学
校

に
入
校
し
、
昭
和
49
年
に
宇
城

消
防
へ
参
り
ま
し
た
。
消
防
職

員
と
し
て
38
年
間
、
地
域
住
民

の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に

仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
消

防
人
生
に
も
い
よ
い
よ
別
れ
の

時
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
お
陰

を
持
ち
ま
し
て
こ
こ
ま
で
大
過

な
く
職
務
を
全
う
で
き
ま
し
た

こ
と
は
職
員
の
皆
様
方
の
暖
か

い
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
38
年
間

を
顧
み
る
と
、
一
言
で
は
書
き

つ
く
せ
な
い
様
々
な
出
来
事

や
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
災
害
等
も
あ
り
ま
し
た
。
近

年
の
災
害
は
複
雑
多
様
化
し
、

大
規
模
化
の
傾
向
に
あ
り
、
い

つ
大
災
害
が
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の

中
、
消
防
の
任
務
遂
行
の
た
め

職
員
全
員
が
知
恵
を
出
し
合
い

協
力
し
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
終
わ
り
に
消
防
本

部
及
び
各
署
の
更
な
る
発
展
と

職
員
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
退
職

の
挨
拶
と
し
ま
す
。
本
当
に
長

い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

福永 光

松下 博

中島幸義

27
日(

金)

、
熊
本
交
通
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
大
会
議
室
に

お
い
て
、
本
年
度
の
定
例
知

事
表
彰
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
消
防
関
係
者
の
素

質
の
向
上
と
志
気
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
消
防
思
想
の

普
及
を
期
す
る
た
め
、
消
防

に
関
し
特
に
功
労
が
あ
っ
た

消
防
職
員
、
消
防
団
員
並
び

に
消
防
に
協
力
援
助
し
た
部

外
の
個
人
及
び
団
体
に
対
し

て
知
事
が
表
彰
を
行
う
も
の

で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
。
消
防
本
部
関
係

で
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表

彰
20
団
体
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
指
導
者
表
彰
11
名
、
安

全
功
労
者
表
彰
6
団
体
2

個
人
、
永
年
勤
続
表
彰(

消

■幼年消防クラブ表彰
　　宇土市立宇土幼稚園幼年消防クラブ
　　宇土市立花園幼稚園幼年消防クラブ
　　轟保育園幼年消防クラブ
　　緑川保育園幼年消防クラブ

■幼年消防クラブ指導者表彰
　　宇土東保育園　池田みか

■安全功労者表彰
　　城南町婦人防火クラブ
　　宇城市小川町婦人防火クラブ

■功労章 (消防吏員のみ )
　司令長　稲葉伸二、園田幸二
　司　令　坂本博幸、坂本学、木下亮二

■永年勤続表彰 (消防吏員のみ )
　司令補　上田一義、箙　裕治、高木泰幸
　　　　　中山一己、中口浩信、豊田　透
　　　　　中村広幸、久具山浩幸、釜賀浩幸
　　　　　福永健治、宮本忠和、境　浩之
　　　　　田添英徳

防
吏
員
91
名
、
消
防
団
員

3
2
7

名)

功
労
章(

消
防
20

名
、
消
防
団
10
名)

、
表
彰

旗
2
団
体
の
、
計
28
団
体
、

4
6
1

名
に
対
し
て
行
わ
れ

た
。

宇
城
広
域
消
防
本
部
関

係
の
受
賞
者
は
左
表
の

と
お
り
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部
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　4 月の予定
日 曜 行　事 場　所 時　間

1 水 就任式・辞令交付式 消防本部 08:30 ～ 09:00
7 火 熊本県消防長会臨時会 熊本県消防学校 10:30 ～ 11:00
7 火 熊本県消防学校初任科52期入校式 　　　〃 11:00 ～ 12:00
16 木 熊本県消防長会春季総会 天草市 14:00 ～ 17:00
17 金 熊本県消防職員意見発表会 天草市 10:00 ～ 13:00
17 金 宇城地区危険物協会総会 松橋ホワイトパレス 13:00 ～ 15:00
21 火 所属長会議 消防本部 09:00 ～ 12:00
22 水 熊本県救助技術大会担当者＆審査員会議(陸上) 熊本県消防学校 未定
22 水 宇城広域消防連絡協議会総会 宇城地域振興局 16:30 ～ 17:30
26 日 緑川水防演習 宇土市防災センター 09:00 ～ 11:00
27 月 宇城広域消防本部救助技術大会 南消防署 09:00 ～ 12:00

　5 月の予定
日 曜 行　事 場　所 時　間

11 月 気管挿管講習 熊本県消防学校 22 日まで
14 木 全国消防長会九州支部総会 佐賀市 13:30 ～ 17:30
15 金 九州地区消防職員意見発表会 佐賀市 10:00 ～ 12:00
26 火 消防殉職者慰霊祭 熊本県護国神社 11:30 ～ 12:30
28 木 全国消防長会総会 福岡市

　　災害統計  

火　災 救　急 救　助
H21. 3.31 現 在 19 1,561 31

昨 年 同 期 10 1,643 25

増 減 数 +9 -82 +6

思い愛（あい）

3
⽉
後
半
か
ら
4
⽉
初
旬
は
少
々
多
忙
だ

が
、
季
節
の
花
が
荒
み
か
け
た
毎
⽇
の
⽣

活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
。
私
の
通
勤

経
路
に
は
、
⽴
岡
と
い
う
桜
の
名
所
が
あ

り
、
こ
の
季
節
に
は
⾃
宅
を
幾
分
早
め
に

出
て
、
満
開
の
桜
並
⽊
の
下
で
朝
の
散
歩

を
楽
し
ん
で
い
る
。
今
年
の
熊
本
の
桜(

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ)

の
開
花
は
平
年
よ
り
2

⽇
早
い
3
⽉
22
⽇
で
、
東
京
、
静
岡
と
並

ん
で
全
国
ト
ッ
プ
の
早
咲
き
だ
っ
た
。
2

⽉
ま
で
は
肌
寒
か
っ
た
が
、
3
⽉
は
暖
か

い
⽇
が
続
き
、
桜
の
つ
ぼ
み
も
急
に
膨

ら
ん
だ
よ
う
だ
。
桜
の
開
花
予
想
⽇
は
、

元
旦
か
ら
の
⼀
⽇
の
平
均
気
温
の
積
算

が600

度
を
超
え
る
と
開
花
す
る
と
い

う
﹁
元
旦600

度
説
﹂
と
、
2
⽉
1
⽇

か
ら
の
平
均
気
温
の
積
算
が400

度
と

い
う
﹁
2
⽉400

度
説
﹂
が
あ
る
よ
う

だ
。
桜
は
⽇
⽶
の
友
好
の
証
で
も
あ
る
。

1909

年
︵
明
治
42
年
︶、
当
時
東
京
市

⻑
だ
っ
た
尾
崎
⾏
雄
⽒
が
、2,000

本

の
桜
の
苗
⽊
を
贈
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ

ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
植
え
ら
れ
た
。
そ
の
返

礼
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が

贈
ら
れ
、
と
も
に
⽇
⽶
の
友
好
と
親
善
の

象
徴
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

か
ら
送
ら
れ
た
40
本
⾜
ら
ず
の
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
の
苗
は
、
今
で
は
春
の
花
と
し
て
⽇
本

全
国
の
街
路
を
飾
っ
て
い
る
。
団
塊
の
世

代
が
退
職
期
を
迎
え
た
昨
今
、
毎
年
5
名

以
上
の
新
職
員
が
仲
間
と
し
て
加
わ
っ
て

い
る
が
、
昨
年
度
は
当
本
部
で
初
め
て
2

名
の
⼥
性
消
防
職
員
も
採
⽤
さ
れ
、
本
年

4
⽉
に
は
新
た
に
1
名
が
加
わ
り
、
⾼
齢

の
職
場
に
新
し
い
⾵
と
華
や
か
さ
が
出
て

き
た
。
新
旧
交
代
し
な
が
ら
成
熟
し
て
い

く
の
が
組
織
の
習
い
と
は
い
え
、
消
防
の

礎
を
今
⽇
ま
で
築
い
て
き
た
⽅
々
に
惜
別

し
つ
つ
新
し
い
世
代
を
迎
え
る
こ
の
季
節

に
、花
は
⽋
か
せ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

百
時
是
消
防

(

ひ
ゃ
く
じ
こ
れ
し
ょ
う
ぼ
う)

全
て
の
こ
と
は

消
防
に
繋
が
る

 うき消防の動き 2009.4 4

「固定観念」を見直そう！
4 月からこのコーナーを受け持つことになりました

が、自分なりに、「おもいあい」について考えたとき、

初めに頭に浮かんできたのはＳＭＡＰが歌う「世界

に一つだけの花」の歌詞でした。「・・・人それぞ

れに好みはあるけれど、どれもみんな綺麗だね・・・

一人一人が違う種を持つ・・・・」、「おもいあい」

とは、一人ひとりがお互いの人格を認めることだと

思います。私もこの機会にまずは最も身近な、家庭

の中で妻や子どもの意見や意思表示に対し、素直に

耳を傾け１個の個人としてその人格を認め尊重する

ことを今一度心に決め、他の人にも家族に対する思

い、気持ちをもって接して行きたいと思います。

予
防
課
で
実
施
し
た
。
今
回
は
、
宇
城

管
内
の
約600
世
帯
を
対
象
に
、
有

効
回
答557
世
帯
に
つ
い
て
集
計
を

⾏
っ
た
。
そ
の
結
果
、
住
宅
⽤
⽕
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
る
と
答
え
た
割
合
は
78
％

で
、
約
8
割
の
世
帯
が
知
っ
て
い
る
と

答
え
て
い
る
の
に
対
し
、
住
宅
⽤
⽕
災

警
報
器
を
設
置
し
て
い
な
い
と
答
え
た

の
は
74
％
で
、
知
っ
て
は
い
る
が
設
置

は
ま
だ
と
い
う
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。
未
設
置
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

﹁
義
務
化
に
は
期
間
が
あ
る
か
ら
﹂
が

49
％
、﹁
設
置
場
所
な
ど
が
わ
か
ら
な

い
﹂
が
35
％
で
、
⼆
つ
を
合
わ
せ
た
84

％
の
世
帯
で
は
、
猶
予
期
間
内
に
は
設

置
し
よ
う
と
い
う
意
思
が
伺
え
た
。

17
日(

火)

、
消
防
本
部
で
開
催

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
岩
本
消
防

士
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
4
月

17
日
に
天
草
市
で
開
催
さ
れ
る
第

　

回
熊
本
県
消
防
職
員
意
見
発
表

会
に
宇
城
広
域
消
防
本
部
代
表
と

し
て
出
場
す
る
。

し
て
出
場
す
る

宇城代表の岩本消防士

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

26%74%

40%

27%

16%

13%
4%

78%

22%

49%
…

…

14%

災災災害害害統統統統計計計計

ご結
と すご結婚　お

めでとうございます
 北消防署消防1課救助係
  武⽥友和 副⼠⻑
    


